








































境とアプリケーション（Offi  ce365 および Teams、
Stream、Forms 等）において可能なものとして、①










































































寄せられた。遠隔授業はOffi  ce365 のアプリケーショ
ンソフトを中心に実施することになっていたが、本学
が従前から使用しているメソフィアにレポート提出機
能があり、それに慣れている教員が多くいたことに加
えて、Forms による提出方法を十分に周知できてい
なかったことから、レポート提出方法の統一ができな
かった。
また、学生の中には、オンデマンド配信の授業に対
して、授業が行われていないという感覚を持った者が
いた。その反対に、すでに配信されているオンデマン
ド授業に自分が気づいていないのではないかという思
いを常に持って不安に駆られる者もいた。本学は学生
毎に学生生活を支援するチューターを配置する制度が
あり、そのチューターを通じて授業の把握について学
生への注意喚起を行うとともに、不安があった時にす
ぐに確認・相談ができる体制とした。
授業開始後しばらくして複数の学生から、課題の負
担が大きいとの意見がチューターを通じて寄せられ
た。それを受け、シラバスの中に示された学習課題
を点検するとともに、教員に対して「課題の提示日」
「課題の内容及びおおよその量」「提出締め切り日」を
確認する調査を行った。その結果、ミニテストおよび
課題の提出締め切りが重なる集中した日があったこ
と、6月以降はミニテストや課題提出締め切りの重な
りは 1日最大 3件であったことが判明した。6月以降
の課題については過重な負担とは判断されず、調整は
行わなかった。課題の提出締め切りは各担当教員に
よって設定されていたが、負担が過度にならないため
の配慮が必要となる可能性もある。
中には孤独感から不安を感じる学生もいた。学生か
らチューターへの連絡の中に、「自分は 1人で課題に
取り組み、何日も時間をかけながら行ったが、他の人
と比べると達成度としては低いのではないかという不
安を感じる」というものがあった。このような学生に
は、チューターを通じて励ましを行った。日頃は、学
生同士で顔を合わせ情報交換や相談ができる環境があ
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り、それによって学習活動が支えられていることを実
感させられた。
2．教員による学生の状況の把握
教員の側からも、授業毎の課題提出やミニテスト
の受験が確認できず、実際に学習を行っているのか
どうか把握できない学生がいるという意見があった。
チューターは、学習状況を把握するため、週に 1回程
度ずつ学生へ連絡を取ることが依頼されていたが、授
業担当教員やチューターからの連絡に反応がない学生
もおり、課題提出や受験ができていない理由を掴むこ
とが難しいと感じられた。必要時には、本人および保
護者に電話するとともに、面談を実施することとした。
3．授業資料の事前配布
授業開始までに授業資料の郵送を行うこととしてい
たが、教員の遠隔授業の準備に伴う負担が大きかった
ためか、中には授業資料の提出が事前発送に間に合
わないケースも生じた。その場合、学生にTeams の
チャネルやメールを通して資料配布の遅れがあったこ
と、次回の発送時に郵送することを伝え、教員に対し
て資料は事後配布になったことを説明し質問への対応
の機会を十分に持つことを依頼した。
4．リアルタイム配信時の画像
リアルタイム配信の授業では、ほとんどの場合パ
ワーポイントまたは PDFファイルの画面を共有する
ことを中心にして行われていたが、オムニバスで数コ
マのみを担当する講師で、教室のホワイトボードを使
用して講義を行う様子をWeb カメラで撮影して配信
したことがあった。授業直後から学生から、映像が不
鮮明で板書の文字を読みとることができず、わかり難
いとの意見が多く寄せられた。映像が不鮮明になるこ
とを予測した学務課職員がハンディカメラで授業を録
画していたため、その動画を翌日にオンデマンド授業
としてアップロードできたが、現在のネットワーク環
境では授業方法が制約されてしまうことが浮き彫りに
なった。
Ⅳ．後期遠隔授業の改善
前期授業の経験を受けて、後期授業における主な改
善は、以下の 3点である。
1．対面授業と遠隔授業の組み合わせ
授業開講スケジュールを作る上で、学生の学習習慣
および大学を通した交流形成を意図して、定期的に対
面授業を行うことを取り入れた。対面授業の頻度は、
1年生については大学とのつながりが未だ希薄である
と考えられたことから週 3日、2年生は週に 2日とし
た。3年生は実習、4年生は卒業研究が中心であるこ
とから、1・2 年生よりも高い頻度で対面授業が行わ
れると考えられた。また、対面授業を行う科目として
は、授業時間外の学習や質問が多いことが想定される
病態・治療論や、実技指導を含む看護技術とした。ま
た、パソコンを用いた統計解析を学ぶ保健情報演習
は、オンデマンド配信の授業（正課の授業時間）に加
えて、大学の対面授業がある日に担当教員が質問を受
け付けるオフィスアワーの時間を設定した。
2．授業開講スケジュール表の改善
前期の授業開講スケジュール表は、授業時間が決
まっているリアルタイム配信授業のみを掲載し、オン
デマンド配信や学習課題を課す授業は掲載されなかっ
た。そのため、学生はシラバスを確認して、自分で学
習スケジュールを作成する必要があった。このことは
学生自身が学習計画を管理することを促したが、学生
の学習の遅れや不安の一因にもなった。後期の授業開
講スケジュールは、リアルタイム配信、オンデマンド
配信、対面授業をすべて掲載することとした。
3．Zoomの導入
前期のTeams のミーティング機能を用いたリアル
タイム配信は、Web カメラによる映像が不鮮明であっ
たこともあり、後期からは Zoomが導入された。これ
によって、リアルタイム配信の映像の解像度が改善さ
れるとともに、授業資料を画面共有しながら教員の様
子も映るようになり、授業がわかりやすくなった。ま
た、ブレイクアウトミーティング機能を使ったグルー
プワーク、チャット機能を使った質疑応答などが可能
となり、活用されている。
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Ⅴ．今後の課題
遠隔授業を通して、普段行っている対面授業の環境
が学生の大きな支えになっていること、一方で様々な
授業のあり方が可能であることを実感させられた。今
年度は期せずして、遠隔授業を行うためのネットワー
ク環境および体制の構築が進んだ。次年度以降は、感
染症対応としてだけではなく、これらの環境を活用し
たより効果的な授業方法の探求が必要である。
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